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 液晶性-非晶性ブロック共重合体において、液晶化は成分間ミクロ相分離が

形成するナノスケール空間で起こるため、液晶相は、ミクロ相分離構造の形

態・サイズ、液晶分子の相界面への連結の効果に大きく影響される。本研究

は、シアノビフェニル基をメソゲンとする側鎖型液晶性成分とポリアクリル酸ブ

チルから成る側鎖型液晶性ブロック共重合体（Fig. 

1）のミクロ相分離構造内における液晶化挙動を明ら

かにする事を目的とした。特に、液晶メソゲン基を液

晶性成分主鎖に連結するスペーサー長の効果に注

目して議論する。 

 Fig. 2 に降温過程における SAXS プロフィールの変

化の例を示す（スペーサー炭素数 8、液晶性成分分

率30wt%の試料）。DSC測定により118.5℃にIso-Nm、

それよりやや低温側に Nm-Sm 転移が見られた。

SAXS プロフィールを見ると、Nm-Sm 転移にともない

ミクロ相分離構造が不連続にそのサイズを変えるこ

とが分かる。スペーサー炭素数が異なる試料におい

ても同様に Sm 転移時にミクロ相分離構造の不連続

なシフトが観察

された。Nm 型

液晶転移の際

には、スペーサ

ー炭素数に関

わらずミクロ相

分離構造の不

連続な変化は

観察されなかっ

た。 
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Fig.1 Chemical structure 

of the liquid crystalline 

block copolymer. 

 
Fig. 2  Temperature dependence of the SAXS profile of 

BA08OCB-30 in cooling. 


